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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

中間連結会計期間
第35期

中間連結会計期間
第34期

会計期間
自2024年４月１日
至2024年９月30日

自2025年４月１日
至2025年９月30日

自2024年４月１日
至2025年３月31日

売上高 （千円） 26,983,435 26,043,213 53,960,131

経常利益 （千円） 255,719 533,465 918,646

親会社株主に帰属する中間（当期）純利益 （千円） 77,690 317,714 486,250

中間包括利益又は包括利益 （千円） 99,560 393,390 559,317

純資産額 （千円） 24,365,053 24,453,730 24,866,354

総資産額 （千円） 71,729,968 68,219,772 68,770,749

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 2.73 11.03 17.01

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利

益
（円） 2.73 － 17.01

自己資本比率 （％） 34.0 35.8 36.2

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 3,983,883 75,415 8,637,057

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △222,857 △889,937 △316,071

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △2,992,073 70,389 △7,657,013

現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 （千円） 10,948,144 10,099,032 10,843,165

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．当社は信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）を導入しており、グランディハウス社員持株

会専用信託が所有する当社株式については、中間連結財務諸表において自己株式として計上しております。

そのため、１株当たり中間（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益の算定にあ

たっては、当該株式数を自己株式に含めて「普通株式の期中平均株式数」を算定しております。

３．第35期中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

　(1)　経営成績の状況

当中間連結会計期間（2025年４月１日～2025年９月30日）における我が国経済は、雇用・所得環境の改善による

緩やかな回復が続く一方、米国通商政策の影響や物価上昇が個人消費に影響を及ぼす下押しリスクも見られまし

た。

住宅業界においては、住宅価格の高止まりによる住宅需要の冷え込みが続き、分譲戸建住宅の着工件数は前年割

れで推移しました。足下の減少幅は縮小したものの、上期累計では前年同期比11.5％の減少となり、依然として厳

しい市場環境が継続しております。

このような状況の中、当社グループは、2024年５月に公表した、３か年の中期経営計画に掲げた、「持続的成長

に向けた住宅事業の拡大強化」、「成長に向けた収益基盤の強化と成長投資の実行」及び「経営基盤の強化と企業

価値の向上」の基本方針に基づき、成長ステージへの再転換に向けた取り組みを進めてまいりました。

不動産販売セグメントにおいては、主力の新築住宅販売事業の首都圏エリアでの事業拡大を図るべく、首都圏各

拠点の組織強化、用地仕入れの強化、関東キー局でのＣＭ放映などの取り組みを進めました。商品面では、制震工

法を標準採用することで、より高い安全性能を備えた商品の販売を開始しました。また、在庫管理や経費管理の継

続的な取り組みにより、利益改善に努めてまいりました。

その他のセグメントにおいては、不動産賃貸セグメントは堅調に推移しましたが、建築材料販売セグメントにお

いては住宅需要の冷え込みから厳しい受注環境が続き、新設備の償却負担の影響もあり、売上、利益ともに前年同

期に対し減少する結果となりました。

以上の結果、当中間連結会計期間の経営成績は、売上高260億43百万円（前年同期比3.5％減）、営業利益７億17

百万円（前年同期比65.3％増）、経常利益５億33百万円（前年同期比108.6％増）、親会社株主に帰属する中間純

利益３億17百万円（前年同期比308.9％増）となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

①不動産販売

　新築住宅販売では、首都圏を中心に用地仕入れを進めるとともに人員、組織の拡充を行い、首都圏事業の強化を

進めるとともに、関東キー局において新ＣＭの放映を行い、当社認知度の向上、顧客層の拡大を図りました。ま

た、在庫管理、経費管理の効果により収益性改善が進み、販売１棟あたり利益は改善傾向で推移しました。

　商品面では、群馬県において、全棟長期優良住宅認定・ハイグレード設備仕様の大規模分譲プロジェクト『セン

トラルグランドシティ下之城（高崎市、全50区画）』の販売を開始しました。また、全営業エリアにおいて、2025

年５月以降着工開始する建物の構造躯体に制震ダンパーを標準採用いたしました。既に採用済みの最高等級の耐震

及び耐風性能に加えて、制震技術を取り入れることで、より安全性の高い建物の提供が可能となりました。全棟Ｚ

ＥＨ住宅からなる分譲地「ソラタウン」シリーズなど、環境性能に優れた商品の拡大にも引き続き取り組みまし

た。

　このような取り組みにより、利益面の改善は進みましたが、事業環境の厳しさから、当中間連結会計期間におけ

る新築住宅販売棟数は、607棟（前年同期比42棟減）となりました。

　中古住宅販売においても、新築住宅の価格高騰を背景に中古住宅需要が高まる一方、仕入価格の上昇や新築ロー

コスト住宅との販売競合など、引き続き厳しい事業環境となりました。販売棟数は49棟（前年同期比15棟減）とな

りましたが、利益面では在庫管理の効果により改善が進みました。

　以上の結果、当中間連結会計期間における不動産販売セグメントの売上高は245億40百万円（前年同期比3.9％

減）、セグメント利益は４億１百万円（前年同期比612.4％増）となりました。

 

②建築材料販売

　建築材料販売では、新設住宅（木造）着工戸数が2025年４月の建築基準法改正を前にした駆け込み需要により３

月に前年同月比で大幅に増加しましたが、４月以降は減少が続き、当中間連結会計期間では前年同期比13.6％の減

少となりました。

　このような状況の中、既存顧客との関係強化と集合住宅等の戸建以外の物件の受注獲得やプレカット材以外の建

材等の受注強化に努め、外部顧客に対する売上は前年同期比で増加しましたが、セグメント間売上を含むセグメン

ト売上は減少しました。また、需要の低迷による競合激化や生産設備の更新に伴う減価償却費の増加により、セグ

メント利益は大きく落ち込む結果となりました。

　以上の結果、当中間連結会計期間における建築材料販売セグメントの売上高は12億76百万円（前年同期比4.7％

増）、セグメント損失は９百万円（前年同期はセグメント利益50百万円）となりました。
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③不動産賃貸

　不動産賃貸では、オフィス及び居住用建物の賃貸において、稼働率が引き続き堅調に推移しました。利益面では

改修費用が減少したことで前年同期を上回りました。

　パーキング事業においては、一部資産の売却で減収となる一方で、前期に取得した時間貸駐車場が期初より寄与

し、既存物件についても設備更新により稼働率が改善し、前年同期並みの業績で推移しました。

　以上の結果、当中間連結会計期間における不動産賃貸セグメントの売上高は２億26百万円（前年同期比1.1％

増）、セグメント利益は１億24百万円（前年同期比0.5％増）となりました。
 

(2)　財政状態の分析

①資産、負債及び純資産の状況

　当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ５億50百万円減少し、682億19百万円となり

ました。主な要因は、建築材料セグメントにおけるプレカット加工機やリフォーム新営業拠点建物の取得代金の支

払いなどにより現金及び預金が減少したことによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ１億38百万円減少し、437億66百万円となりました。主な要因は、設備取得資

金の調達などにより有利子負債が増加した一方、設備未払金の支払いなどによりその他負債が減少したことによる

ものです。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ４億12百万円減少し、244億53百万円となりました。主な要因は、自己株式

の処分及び親会社株主に帰属する中間純利益により増加する一方、配当金の支払により減少したことによるもので

あります。

 

②キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動及び財務活動にお

いて増加し、投資活動により減少した結果、前連結会計年度末に比べ７億44百万円減少し、100億99百万円となり

ました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は、75百万円（前年同期は39億83百万円の増加）となりました。これは主に、税金等

調整前中間純利益などによる増加が生じる一方、預り金の精算により、その他負債が減少したことなどによるもの

です。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は、８億89百万円（前年同期は２億22百万円の減少）となりました。これは主に、建

築材料販売セグメントにおける設備未払金及び不動産販売セグメントにおけるリフォーム新営業拠点用建物の取得

に係る支出など、有形固定資産の取得による支出が生じたことによるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の増加は、70百万円（前年同期は29億92百万円の減少）となりました。これは主に、設備取

得資金や不動産販売セグメントにおけるプロジェクト投資資金を有利子負債で調達したことによるものです。

 

(3)　研究開発活動

　当中間連結会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　なお、研究開発費として特に計上すべき金額はありません。

 

３【重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 101,692,800

計 101,692,800

 

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2025年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 30,823,200 30,823,200
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数は

100株です。

計 30,823,200 30,823,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2025年４月１日～
2025年９月30日

－ 30,823,200 － 2,077,500 － 2,184,000
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（５）【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

新日本物産株式会社 栃木県宇都宮市馬場通り３-４-17 3,996,900 13.66

菊地　俊雄 栃木県宇都宮市 3,026,300 10.35

グランディ・ストックメイト 栃木県宇都宮市大通り４-３-18 2,469,800 8.44

グランディハウス社員持株会 栃木県宇都宮市大通り４-３-18 2,186,000 7.47

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区赤坂１-８-１ 2,183,900 7.47

株式会社足利銀行 栃木県宇都宮市桜４-１-25 651,000 2.23

清原　達郎 東京都港区 583,500 1.99

株式会社日本カストディ銀行
（信託口）

東京都中央区晴海１-８-12 444,500 1.52

磯　国男 栃木県宇都宮市 441,336 1.51

駒場　磨美子 栃木県宇都宮市 354,000 1.21

計 － 16,337,236 55.85

　（注）上記の他、当社は自己株式を1,571,930株保有しております。なお、当該自己株式には、野村信託銀行株式会社

（グランディハウス社員持株会専用信託口）が保有する当社株式319,400株は含まれておりません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,571,900 － －

完全議決権株式（その他）（注）１ 普通株式 29,204,700 292,047 －

単元未満株式（注）２ 普通株式 46,600 － －

発行済株式総数  30,823,200 － －

総株主の議決権  － 292,047 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、野村信託銀行株式会社（グランディハウス社員持株会専用

信託口）が保有する当社株式319,400株（議決権の数3,194個）が含まれております。

２．単元未満株式には、当社所有の自己株式30株が含まれています。

 

②【自己株式等】

    2025年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

グランディハウス

株式会社

栃木県宇都宮市

大通り４-３-18
1,571,900 － 1,571,900 5.10

計 － 1,571,900 － 1,571,900 5.10

（注）上記の他に、中間連結財務諸表において、自己株式として認識している当社株式が319,400株あります。これは野

村信託銀行株式会社（グランディハウス社員持株会専用信託口）が保有する当社株式について、経済的実態を重視

し当社と一体であるとする会計処理を行っており、自己株式として計上しているためであります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,857,676 10,113,551

受取手形、売掛金及び契約資産 460,533 419,915

販売用不動産 11,871,088 10,511,220

未成工事支出金 18,938 31,974

仕掛販売用不動産 29,699,244 30,830,298

商品及び製品 289,079 323,087

原材料及び貯蔵品 128,448 146,042

その他 694,020 904,019

貸倒引当金 △10,183 △9,485

流動資産合計 54,008,846 53,270,626

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,561,273 3,631,873

機械装置及び運搬具（純額） 628,924 589,430

工具、器具及び備品（純額） 47,346 60,817

土地 7,521,949 7,638,713

リース資産（純額） 62,288 72,996

建設仮勘定 18,979 8,019

有形固定資産合計 11,840,760 12,001,850

無形固定資産   

のれん 617,067 548,504

その他 47,154 42,845

無形固定資産合計 664,222 591,349

投資その他の資産   

投資有価証券 377,850 488,100

長期貸付金 10,017 9,699

繰延税金資産 547,446 536,065

その他 1,210,268 1,204,743

貸倒引当金 △5,000 △5,000

投資その他の資産合計 2,140,582 2,233,608

固定資産合計 14,645,564 14,826,808

繰延資産   

社債発行費 116,338 122,337

繰延資産合計 116,338 122,337

資産合計 68,770,749 68,219,772
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部   

流動負債   

工事未払金 3,215,002 3,114,938

短期借入金 13,174,100 11,132,500

１年内償還予定の社債 800,000 500,000

１年内返済予定の長期借入金 6,889,396 6,143,020

リース債務 24,636 27,809

未払法人税等 197,405 267,851

完成工事補償引当金 163,208 145,968

その他 2,078,249 1,023,046

流動負債合計 26,541,999 22,355,134

固定負債   

社債 8,000,000 8,500,000

長期借入金 7,689,444 11,195,810

リース債務 43,966 52,476

退職給付に係る負債 1,274,398 1,299,596

その他 354,587 363,023

固定負債合計 17,362,395 21,410,906

負債合計 43,904,395 43,766,041

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,077,500 2,077,500

資本剰余金 2,680,739 2,683,130

利益剰余金 20,983,775 20,367,229

自己株式 △1,080,576 △954,720

株主資本合計 24,661,438 24,173,139

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 204,916 280,591

その他の包括利益累計額合計 204,916 280,591

純資産合計 24,866,354 24,453,730

負債純資産合計 68,770,749 68,219,772
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 26,983,435 26,043,213

売上原価 23,384,723 22,267,805

売上総利益 3,598,711 3,775,408

販売費及び一般管理費 ※ 3,164,682 ※ 3,058,168

営業利益 434,029 717,239

営業外収益   

受取利息 705 7,590

受取配当金 3,111 4,610

受取事務手数料 13,399 13,634

完成工事補償引当金戻入額 4,923 17,030

その他 18,655 16,212

営業外収益合計 40,794 59,076

営業外費用   

支払利息 192,390 204,729

シンジケートローン手数料 3,864 6,054

その他 22,849 32,067

営業外費用合計 219,103 242,851

経常利益 255,719 533,465

特別利益   

固定資産売却益 3,577 －

特別利益合計 3,577 －

特別損失   

固定資産除却損 15,767 7,374

リース解約損 1,424 －

役員退職慰労金 100,000 －

特別損失合計 117,191 7,374

税金等調整前中間純利益 142,104 526,090

法人税、住民税及び事業税 173,285 231,568

法人税等調整額 △108,871 △23,193

法人税等合計 64,414 208,375

中間純利益 77,690 317,714

親会社株主に帰属する中間純利益 77,690 317,714
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益 77,690 317,714

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 21,870 75,675

その他の包括利益合計 21,870 75,675

中間包括利益 99,560 393,390

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 99,560 393,390

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 142,104 526,090

減価償却費 151,050 191,135

株式報酬費用 6,299 13,598

のれん償却額 68,563 68,563

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △267,837 －

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △5,003 △17,240

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,090 △698

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 73,857 25,197

受取利息及び受取配当金 △3,817 △12,200

支払利息 192,390 204,729

固定資産売却損益（△は益） △3,577 －

固定資産除却損 15,767 7,374

売上債権の増減額（△は増加） 28,232 40,617

棚卸資産の増減額（△は増加） 3,340,818 164,175

仕入債務の増減額（△は減少） △53,038 △100,064

その他の資産の増減額（△は増加） 300,224 △190,855

その他の負債の増減額（△は減少） 133,839 △511,398

その他 △101,384 △18,024

小計 4,027,581 391,002

利息及び配当金の受取額 3,817 12,200

利息の支払額 △205,634 △203,309

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 158,118 △124,478

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,983,883 75,415

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △195,436 △887,342

有形固定資産の売却による収入 3,962 －

無形固定資産の取得による支出 △6,038 △2,263

貸付金の回収による収入 310 318

敷金及び保証金の差入による支出 △194 △407

敷金及び保証金の回収による収入 463 217

その他 △25,925 △460

投資活動によるキャッシュ・フロー △222,857 △889,937

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △584,600 △2,041,600

長期借入れによる収入 2,333,000 7,003,000

長期借入金の返済による支出 △4,612,978 △4,243,010

社債の発行による収入 1,000,000 1,000,000

社債の償還による支出 △300,000 △800,000

新株予約権の行使による自己株式の処分による収

入
23,287 －

自己株式の売却による収入 94,224 98,551

配当金の支払額 △929,491 △933,346

リース債務の返済による支出 △15,514 △13,205

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,992,073 70,389

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 768,952 △744,132

現金及び現金同等物の期首残高 10,179,192 10,843,165

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 10,948,144 ※ 10,099,032
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【注記事項】

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　当社は、2022年３月期より、当社社員に対する当社の中長期的な企業価値向上へのインセンティブの付与を

目的として、「信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）」（以下、「本プラン」といいま

す。）を導入しております。

(1）取引の概要

　本プランは、「グランディハウス社員持株会」（以下、「持株会」といいます。）に加入するすべての社

員を対象とするインセンティブ・プランです。本プランでは、当社が信託銀行に「グランディハウス社員持

株会専用信託」（以下、「従持信託」といいます。）を設定し、従持信託は、信託の設定後６年間にわたり

持株会が取得すると見込まれる数の当社株式を予め取得します。その後は、従持信託から持株会に対して継

続的に当社株式の売却が行われるとともに、信託終了時点で従持信託内に株式売却益相当額が累積した場合

には、当該株式売却益相当額が残余財産として受益者適格要件を満たす者に分配されます。なお、当社は、

従持信託が当社株式を取得するための借入に対し保証することになるため、当社株価の下落により従持信託

内に株式売却損相当額が累積し、信託終了時点において従持信託内に当該株式売却損相当の借入金残債があ

る場合は、当社が当該残債を弁済することになります。

(2）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己

株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度282,845千円、

490,200株、当中間連結会計期間184,293千円、319,400株であります。

(3）総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　前連結会計年度　212,560千円　　当中間連結会計期間　106,370千円

 

（中間連結貸借対照表関係）

 保証債務

　住宅取得者が利用する金融機関の住宅ローンに対し、住宅ローン実行から抵当権設定までの期間における保証

を行っております。当該保証の残高は以下のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2025年３月31日）

当中間連結会計期間
（2025年９月30日）

住宅ローン利用者に対する保証 360,100千円 328,200千円

　計 360,100 328,200

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
　　至 2024年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
　　至 2025年９月30日）

給与手当 1,375,379千円 1,267,889千円

退職給付費用 52,575 50,490

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
至 2025年９月30日）

現金及び預金勘定 10,962,654千円 10,113,551千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △14,509 △14,518

現金及び現金同等物 10,948,144 10,099,032
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．配当に関する事項

・配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月20日

取締役会
普通株式 930,910 32 2024年３月31日 2024年６月28日 利益剰余金

　（注）配当金の総額には、「信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）」により野村信託銀行株式会社

（グランディハウス社員持株会専用信託口）が保有する当社株式に対する配当金23,216千円が含まれておりま

す。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．配当に関する事項

・配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月22日

取締役会
普通株式 934,261 32 2025年３月31日 2025年６月30日 利益剰余金

　（注）配当金の総額には、「信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）」により野村信託銀行株式会社

（グランディハウス社員持株会専用信託口）が保有する当社株式に対する配当金15,686千円が含まれておりま

す。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額
(注)２ 不動産販売 建築材料販売 不動産賃貸 計

売上高       

外部顧客への売上高 25,540,836 1,218,452 224,145 26,983,435 － 26,983,435

セグメント間の内部

売上高又は振替高
24,300 1,632,222 43,959 1,700,482 △1,700,482 －

計 25,565,136 2,850,675 268,105 28,683,917 △1,700,482 26,983,435

セグメント利益 56,413 50,682 124,268 231,364 24,355 255,719

（注）１．セグメント利益の調整額24,355千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額
(注)２ 不動産販売 建築材料販売 不動産賃貸 計

売上高       

外部顧客への売上高 24,540,506 1,276,013 226,693 26,043,213 － 26,043,213

セグメント間の内部

売上高又は振替高
34,620 1,505,284 45,003 1,584,907 △1,584,907 －

計 24,575,126 2,781,297 271,696 27,628,120 △1,584,907 26,043,213

セグメント利益又は

損失（△）
401,907 △9,491 124,904 517,320 16,144 533,465

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額16,144千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

（単位：千円）

 不動産販売 建築材料販売 不動産賃貸 合計

一時点で移転される財 25,293,436 1,218,452 － 26,511,889

一定の期間にわたり移転さ

れる財
247,400 － － 247,400

顧客との契約から生じる収

益
25,540,836 1,218,452 － 26,759,289

その他の収益 － － 224,145 224,145

外部顧客への売上高 25,540,836 1,218,452 224,145 26,983,435

 

　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

（単位：千円）

 不動産販売 建築材料販売 不動産賃貸 合計

一時点で移転される財 24,141,635 1,276,013 － 25,417,648

一定の期間にわたり移転さ

れる財
398,870 － － 398,870

顧客との契約から生じる収

益
24,540,506 1,276,013 － 25,816,519

その他の収益 － － 226,693 226,693

外部顧客への売上高 24,540,506 1,276,013 226,693 26,043,213
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

(1）１株当たり中間純利益 2円73銭 11円03銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 77,690 317,714

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益（千円）
77,690 317,714

普通株式の期中平均株式数（株） 28,498,028 28,808,364

(2）潜在株式調整後１株当たり中間純利益 2円73銭 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 6,093 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり中間純利益の算定に含めなかった潜在

株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（注）１．１株当たり中間純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間純利益の算定上、普通株式の期中平均株式数につい

ては、グランディハウス社員持株会専用信託口が保有する当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定してお

ります。なお、控除対象の自己株式の内、信託口が保有する当社株式の期中平均株式数は、前中間連結会計期

間及び当中間連結会計期間において、それぞれ650,414株及び411,129株であります。

２．当中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　2025年５月22日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………934,261千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………32円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2025年６月30日

　（注）2025年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

２０２５年１１月１３日

グランディハウス株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 堀越　　喜臣

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 鵜飼　　豊一

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているグランディハ
ウス株式会社の２０２５年４月１日から２０２６年３月３１日までの連結会計年度の中間連結会計期間（２０２５年４月
１日から２０２５年９月３０日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、
中間連結包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。
　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る企業会計の基準に準拠して、グランディハウス株式会社及び連結子会社の２０２５年９月３０日現在の財政状態並びに
同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる
事項が全ての重要な点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期
中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され
ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される
規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし
ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適
正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財
務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手
続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年
度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認
められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。
また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の
注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間
連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報
告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能
性がある。
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・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい
ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及
び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな
いかどうかを評価する。
・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人
は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結
論に対して責任を負う。
　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に
ついて報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監
査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻
害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 
 

以　上

 

　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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